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Qを固定し、 P を動かしたときを考える。円Oを 122  yx 、 )0,(qQ としても一般性を失わない。 

O内の任意の点を ),( yxP としたとき、 122 ≦yx  で、 PQの中点 R を ),( sr とすると 

syqrx
y

s
qx

r 2,2
2

,
2




  122 ≦yx  に代入すると 
4

1

2
14)2( 2

2

22 ≦≦ s
q

rsqr 







  

したがって、 R はOQの中点を中心とし、半径
2

1
の円内を動く。Qが円Oの内部にあっても同様である。 

 

次に、 P を固定し、Qを動かしたときを考える。 

Qが長さ4の線分 AB上を動くとき、PAの中点を A、PBの中点を Bとすると、

PQの中点 R は線分 BA  上を動く。 

△ PABと△ BAP  の相似性から BAAB // であり、 BA  の長さは 2である。 

P が ABと一直線上にあるときも同様である。 

 

したがって、 P を固定し、Qが 1辺の長さ 4の正三角形 ABCの周上を動くとき、 R は 1辺の長さ 2の正三角

形上を動く。 P が正三角形 ABCの内部や周上、各辺の延長上にあっても同様である。 

 

以上の議論により、 R が動く範囲は円Oと正三角形 ABCの位置関係に依存しない。 

R が動く範囲は、半径
2

1
の円の中心を 1辺が 2の正三角形の周に沿って 

動かしたときにできる図形となり、右図(a)の通り。 

 

ここで、中央にできる穴の面積を求める。 

右図(b)の xの長さは
3

2
2  であり、 

太線部は 1辺が
3

2
2  の正三角形であるから、中央の穴の 1辺の長さは 
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Rが動く範囲の面積は、 
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